
　交流センター２Ｆ集会室は和室（畳敷き）として長く利用して頂いておりましたが、利用者の皆さん

から長時間座っていると足が痛くなるとの声もあり利用者数も激減したことから、今般フローリング床

の洋風タイプ部屋へと変更しました。

　会議用テーブル（折りたたみ式）椅子も取り揃え４０人規模のテーブル席（椅子席）の会議も行えま

す。また、テーブル・椅子を収納すれば広くサークル活動等が行えます。

尚、今回の改修については当初、予算計上されておりませんでしたが、昨年春からコロナウィルス感染

症の感染拡大によって計画していた会議やイベントがことごとく中止となり、活動費支出減分を施設修

繕等に転用したものです。是非２F集会室を有効に利用して下さい。

また、センター内の蛍光灯を順次LED蛍光灯に切り替えています。

　1月9日(土)～1月17日(日)の期間中、吉江

　南砺市では、本気で結婚を考えておられる方に、 地区で左義長(どんど焼き)が行われました。

出会いを提供しています。 昨年の左義長とは打って変わって年明けからの

加入登録費用及び年会費は、すべて無料！！ 大寒波で大雪となり1m近くの積雪の中、地元

加入できる方は（25歳から概ね50歳未満の男女で、 世話方の皆さんでやぐらが形作られました。

次の要件を満たす方です。 組まれた青竹に定刻どおりに点火されコロナ

(1)できるだけ早く結婚したい方。（できれば１年以内に） 感染の終息・無病息災の願いを込め1年のスタ

(2)市内にお住まいの方または、結婚後市内に住むことを ートを切りました。

　希望される方。 ５地区ではコロナ感染予防や大雪障害による安

(3)定職または、安定した収入がある方（家事手伝いの方 全確保から左義長の実施を見送りました。

　も可） ただ残念なことに、３

💛2021年1月15日現在で市内居住成婚カップルは 地区では子どもたちの

142 組　いらっしゃいます！！💛 減少や世話をする方が

まずは、 いなくなるなどの理由

で検索してみて から今後左義長の実施

ください！！ を取りやめることにな

【問い合わせ先】 りました。

南砺で暮らしません課 婚活支援事業係

 ℡ 0763-23-2037 （10:00～19:00）
「荒木町での左義長風景」

吉江地区各地で左義長

交流センター 2F集会室
フローリング床、洋風タイプの部屋に変わりました！！
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南砺市が婚活を支援します！！
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吉江地区現在の姿

人口（男） 1,80１ （-7）

（女） 1,90１ （-８）

計 3,702 （-１５）

世帯数 1,370 （-２）

（１2月末現在） （先月比）



1月9日(土)南砺市福野創造センター「ヘリオス」で、令和３年度出初式が行われました。それに合わせ

福光方面団吉江分団の消防団員も消防初放水訓練を行いました。今年は、年明けからの大寒波に伴う大

雪で放水場所となる福光駅前噴水広場も積雪量が多く、消防団員総出で午前９時から除雪作業を行い、

午後２時からの訓練に備えていました。例年であれば放水訓練後、新年の初顔合わせがありますが、今

年はコロナ感染予防の為中止とし、放水訓練のみを行いました。

２月　９日（火）　吉江福寿大学２月講座（吉江交流センター）…………………　吉江福寿会

２月２５日（木）　第５回ちびっこハッピータイム（吉江交流センター）………　子ども･子育て部会

２月２７日（土）　地域づくり協議会理事会（吉江交流センター）………………　企画総務部会　 

吉江地区　　　　　　　　　の予定

福光駅前で初放水 福光方面団吉江分団

前回のお宮さんの写真！？どの写真が自分の地区お宮さんか分かりましたか？

今月号からは、答え合わせも兼ねて １ 社ずつ紹介していきたいと思います！

まずは…写真場号①番！ 『高宮地区』 のお宮さんでした！

高宮の比賣神社は、陰陽師・阿部清明が誕生した頃から鎮座する、

古式ゆかしいお宮です。それが判るのは「延喜式内（エンギシキナイ）」

の冠。「延喜」とは、令和と同じく元号のひとつで、その頃に官社に指定

されていた神社は「延喜式神名帳」にまとめられており、これを指して「延

喜式内社」といわれています。 ↑写真はこちら↑

比賣神社は、越中一宮・高瀬神社の御祭神である大国主命の娘の一人で容姿端麗才色兼備な下照比

賣命（シタテルヒメノミコト）と、その夫の友人とされる味耜高彦根命（アジスキタカヒコネノミコト）を御祭神とし

ています。

古くから座するお宮でありながら創立が不明なのは、戦国の頃、上杉謙信の越中攻めにおいて兵火にかか

り、社殿および文献等が全て焼き払われ、わずかに田畑の呼名として口伝えされるのみとなったからです。

その後、荒廃となった事を嘆いた豪族が私財を投じて社を築き、社僧となって奉仕しました。それ故、当時は

「雛真山法船寺」と名乗っていたようですが、明治に至り、神佛混合が禁止されて今日に至ります。

記 ： 谷井 珠恵

（企画総務部広報委員）

あれこれ よしえ ☆吉江地区のお宮さん1☆vol.4


